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◇視界・視野・視認について

　　目が見えない､あるいは視力が弱い人は、聴覚・触覚に頼らねばなりません。

　幸いに目が見えたとしても、見え難くなれば、眼鏡やコンタクトレンズのお世話になります。

　人の物を見る形は様々です。よく使われる言葉の意味から、｢見る(視る)｣をなぞってみます。

　　視界とは、実際に目で見ることができる範囲のことを指しています。

　　視野とは、実際に目で見ることはできないが、意識の中で自分の範囲内に(主観的な意味で)入
　　　　っていることを指します。ただし本人の視野が狭かったとしても、他人から諭されること　　　

　　　　によって視野を広げることもできます。それでも視野の広さというのは本人次第です。

　　視認とは、実際に目で見て確認すること。

　　　　駅員さんの指差し確認の一連の動作は、発生や手腕の筋肉運動が刺激になり、脳の認知機

　　　　能を活性化するといわれています。

　　　　考え事をしているときには、視ているようで何にも視ていなかった経験はありませんか。

　障害を抱える子どもの多くは、その行動をみるに、特に、視界・視野が狭いと感じられます。

　この子らとコミュニケーションをとるためには、このことを理解しておくことが肝心だと思われ

　ます。

　私たちも、コロナ禍で人との接触を避けて、孤立まではいかないにしても行動範囲が狭くなって

　いることは否めません。

　日頃から｢視野を広げる｣ための行動を心掛けたいものです。

◇新型コロナウイルスに関連して

　　ＷＥＢやテレビなどで、新型コロナウイルスに関する話題が頻繁に取上げられています。

　専門家ではない私たちは、どれを拠り所にしたらいいのか。

　先ずは、にじと風の顧問医師のアドバイスに基づく、｢にじと風｣からの情報が、子どもや保護者

　にとって信頼がおけるものだと思います。

　　私たちも、視野を広げて、何をしたらいいのか、何は我慢すべきなのか、あと一年かもしれな

　いコロナ禍が終息するまで、何とか感染しないようにしたいものです。

　　｢にじと風｣では、独自に施設職員全員が定期的にＰＣＲ検査を受診していて 6/7の検査は全員

　陰性でした。少なくともこの時点での職員からの感染はセーフということです。

　ワクチン接種も高齢者まで来ましたが、もっと若い人たちへの接種が望まれます。
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◇にじと風保護者会がありました

　　・日時　　令和3年6月12日(土)、10:00～12:00

　　・出席者　上野和美/清水和美/白柳都/塩入麻美/清水悠子/小島和恵/吉野眞里子

　　・話合ったこと(今回も三密を避けてＷＥＢ会議形式で行われました)

　　　　* 市役所フリマは上期お休み、下期の当番は別途確定する。

　　　　　6/1　八千代市広報によれば、7月下旬から上下水道庁舎の工事が始まる由。このため、

　　　　　フリマ会場・駐車場位置・会場入口・通路など大幅に変更となります。

　　　　　従って再開時に備えて会場設営、運営上の相当な準備が必要となると思われます。

　　　　* きょうされん物品販売(夏)がスタート、今年度も資源回収と並ぶ収益事業の二本柱。

　　　　　会員の皆様の購入協力のほか、外部の協力者をもっと開拓する必要があります。その面

　　　　　での活動にご協力をお願いします。

　　　　* 今年度も八千代市長宛要望書を提出することし、別途皆様が日頃抱えている困り事・悩

　　　　　み事を教えていただき、市の来年度予算に反映させるために、その策定作業がスタート

　　　　　する頃には提出したいものです。

　　　　* 今年度も研修事業の開催は難しく、ライフサポートファイル書こう会も当面は開催困難

　　　　　と思われます。個人的に作成したい方には、機材の提供ができるので申し出て下さい。

　　　　* 親同士のコミュニケーションの場としての井戸端会議｢茶話会｣は今後も実施する。

　　・最後ににじと風の状況につて施設側から、

　　　　* コロナ禍でのにじと風の活動が制約されていることについて、保護者会の皆様のご理解

　　　　　ご協力へのお礼と、にじと風がおかれている状況、課題の報告がありました。

　　　　* コロナ対策としては、職員全員の定期的なＰＣＲ検査を実施中、また毎日利用者がいな

　　　　　くなった後、施設内を一時間半ほどかけて消毒をしている。

◇にじと風での様子から

　　土曜休日活動として、毎年"芋ほり"に出掛けます。場所は施設にじと風に近い上野様の畑です。

　その上野様が 6/2(水)にそら豆を山ほど差入れて下さいました。早速オヤツに、先ず鞘剥きです。

  　Ａさんがのぞき込みます。続いてＢさんも、Ｃさんも、寄ってたかって鞘剥きに参加しました。

　自分が調理したと思うからか、旨そうに頬張っていました。

　　6/12(土)土曜休日活動で、恒例の芋ほり、今回も上野様の畑で"ジャガイモ掘り"でした。

　久しぶりの施設の外、掘った後の砂山に寝っ転がる子が続出しました。

　そしたら、上野様からのご褒美で、玉ネギも収穫させて頂きました。

　　施設に戻って、体を洗って、着替えをしてサッパリ。

　ジャガイモと玉ねぎと砂だらけの子らの収穫祭が終わりました。

◇６月度収益事業の報告
no. 日時 収益事業 収入(円) 担当

1 6/3(木)～　　 きょうされん物品販売(夏) スタートしました

2 6/6(日) 市役所フリマ (新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響を考慮し中止)

◇これからの予定

　　・6/20(日)　　　　　ＮＰＯ法人にじと風福祉会、令和3年度通常総会

　　・6/20(日)　　　　　八千代心身障害児者父母の会(ひよこの会)、令和3年度通常総会延期
　　・7/4(日)　　　　 　市役所フリマ(八千代 遊･友･バザール)⇒中止

　　・7/10(土)､9:00-10:00 資源回収

◇編集後記

　新型コロナウイルスの影響で、自粛、自粛が続きます。

早くワクチン接種が広く行き渡りますように。でもコロナ禍の終息はその先です。

梅雨の入りが遅れ、通常総会の日程も遅れてしまいました。申し訳ありません　　　(吉野康生記)
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